
心臓血管外科部長

中村　嘉伸

縫わない
大動脈弁置換術開始

Livanova㈱より提供

縫合のいらない生体弁

Edwardsライフサイエンス㈱より提供

縫合が必要な生体弁

大
動
脈
弁
狭
窄
症
：
心
臓
の
出
口

の
扉
で
あ
る
大
動
脈
弁
が
硬
く
な

り
、
開
放
が
困
難
に
な
る
こ
と
に

よ
り
、
心
臓
に
大
き
な
負
担
が
か

か
る
病
気
で
す

新型コロナの感染拡大で医療体制がひっ迫する大阪府へ当院の看護師２
名が派遣されました。
　影山圭子看護師（写真中央）は高槻赤十字病院へ、山本一成看護師（写
真左２人目）は大阪コロナ重症センターへそれぞれ派遣され、４月末から
５月上旬の２週間、新型コロナ専用病床で感染者の看護に従事しました。
帰院後の５月27日に記者会見と院内報告会を開催し、お二人の貴重な

体験を聞くために多くの記者と職員が集まりました。ひっ迫した大阪コロ
ナ病床での勤務体験は壮絶だったことが伝わりました。いつどこで感染が
流行するか分からないので、とにかく感染予防が重要と強く訴えていました。

かげやま けいこ やまもといちなり

病気は早期発見、早期治療が肝心。そしてなにより、正しい
知識を学んで病気にならないように予防することが重要です。
今年度は、当院ホームページで動画配信いたします。
専門の医師や医療スタッフが分かりやすくお話しますので、
ぜひこの機会にご覧ください。

新型コロナウイルス感染症に向き合うために
今, あらためて認識しておきたいこと

6月公開

講師 感染症科部長　成相 昭吉

薬・その取り巻く環境の変化

9月公開

講師 薬剤部長　新宮 行雄

体重を制する者は糖尿病を制する！

7月公開

講師 糖尿病・内分泌内科部長　垣羽 寿昭

乳がん治療の最新情報

10月公開

講師 乳腺外科部長　曳野 　肇

小児のアレルギー疾患について

8月公開

講師 第二小児科医師　羽根田 泰宏

【お問合せ先】松江赤十字病院　医療社会事業課　TEL：0852-24-2111（代） https://www.matsue.jrc.or.jp/

松江赤十字病院 健康医学講座

こちらからご覧いただけます

https://www.matsue.jrc.or.jp/publics/index/464/

健 康 医 学
講 座 　

大阪へ看護師派遣
新型コロナ

検索　
大
動
脈
弁
狭
窄
症
に
対
す
る
治
療
法
は
、
従
来
の
外
科
開
胸
手

術
に
加
え
、
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
治
療
（
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）
が
２
０
１

９
年
に
当
院
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
を
開
始
し
良
好
な

結
果
を
得
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
こ
の
開
胸
と
カ
テ
ー
テ
ル
を
組

み
合
わ
せ
た
治
療
＝
〝
ス
ー
チ
ャ
レ
ス
弁
〞
に
よ
る
治
療
を
２
０

２
１
年
３
月
に
島
根
県
下
最
初
の
施
設
と
し
て
開
始
し
ま
し
た
。

ス
ー
チ
ャ
レ
ス
弁
と
は
、〝
縫
わ
な
い
〞
生
体
弁
を
用
い
て
、

人
工
弁
置
換
手
術
を
行
う
方
法
で
す
。
手
術
で
縫
う
時
間
が
短
縮

さ
れ
る
こ
と
で
、
心
臓
を
停
止
す
る
時
間
が
短
く
な
り
ま
す
。
手

術
の
時
間
が
短
く
な
る
こ
と
で
患
者
さ
ん
へ
の
負
担
が
減
り
、
透

析
患
者
さ
ん
、
75
歳
前
後
の

高
齢
者
さ
ん
な
ど
手
術
適
応

の
対
象
が
広
が
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
他
、Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ

に
比
べ
生
体
弁
の
耐
久
性
が

長
い
、
大
動
脈
弁
閉
鎖
不
全

症
等
の
合
併
症
が
少
な
い
な

ど
の
利
点
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
で
当
院
で
は
、
大
動

脈
弁
狭
窄
症
に
対
す
る
全
て

の
治
療
法
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

遠
慮
な
く
心
臓
血
管
外
科
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

体から
肺から

左心房

右心房

右心室
左心室

体へ 肺へ

大動脈弁

僧帽弁

肺動脈弁

三尖弁

松江赤十字病院ホームページで動画配信
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❹赤十字病院として災害救護に貢献します。
❺教育病院として次世代の医療人を育てます。

■病院理念……わたしたちは、『人道』の赤十字精神に基づき地域の医療に貢献します。
■基本方針……
❶地域の基幹病院として、説明と同意に基づく「高度」「良質」な医療を提供します。
❷急性期病院として保健・医療・福祉・介護機関との連携を進め、最善の医療を行います。
❸救急病院として24時間地域の健康を守ります。

松江赤十字病院『患者さまの権利』
１．ひとりの人間として人格と価値観を尊重される権利があります。
２．医療提供者との相互協力のもと、良質な医療を公平に受ける権利があります。
３．検査・治療法などの自分が受ける医療の内容について、わかりやすい言葉や方
　　法で説明を受ける権利があります。
私たちが、上に揚げた患者さまの権利を尊重した医療を提供するために、患者さまには次のことをお願いいたします。
①自分の健康に関する正しい情報の提供　②医療への積極的な参加　③病院の規則を守ること ④研修医、医学生、看護学生などの研修・実習・見学への理解と協力

４．説明を十分理解し同意した上で、医療行為を受けるかどうか自分の意志で選択する権利があります。
５．医療行為の選択にあたって、他の医療者の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります。
６．診療の過程で得られた個人情報は、個人の秘密として厳正に保護され、承諾なしには開示されない
　　権利があります。
７．自分が受けている医療内容を知るために、診療録の開示を求める権利があります。
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診療科紹介

歯科口腔外科
診療科紹介

麻 酔 科

脳神経外科

前田 雄洋
まえだ ゆうよう

広島大学から参りました前田
雄洋と申します。患者様に寄
り添った、そして安心してい
ただける治療を提供できるよ
う頑張ります。よろしくお願
いします。

７月採用医師紹介

　患者さんの「私らしさ」を大切に、ご
家族やご友人、ケア提供者の方と一緒
に、生活と治療の両立を目指した支援
を行っていきます。皆様にとって、親し
みやすい、相談しやすい存在となれるよ
うに心がけて活動していきます。

9階東 血液疾患センター

小林 沙央
こばやし さひろ

「糖尿病」は生活習慣と密接な関係
があります。患者さんやご家族が安心
して療養生活が送れるように多職種と
連携しながら生活環境を整え、患者さ
んの“その人らしさ”を尊重した看護を
提供することに全力を注いでいきます。

5階東 脳神経センター

千代 直尚
ちしろ なおひさ

がん看護専門看護師 糖尿病看護認定看護師

医療機能評価機構の認定を取得
2020年11月審査機関の訪問審査を受け、2021年度より認定を
取得することとなりました。
当院では2016年に認定を取得していましたが、5年間の期間満了
となりましたので、今回新たに取得することになりました。

■病院機能評価とは
第三者評価機関である公益財団法人日本医療機能評価
機構が中立的、科学的・専門的な見地から組織全体の
運営管理および提供される医療について評価を行う
ツールです。

神
経
ブ
ロ
ッ
ク
）
を
全
身
麻
酔
に
併
用

す
る
方
法
を
重
視
し
て
お
り
、
年
間
約

３
０
０
０
件
の
手
術
の
麻
酔
・
周
術
期

管
理
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
合
併
症
の

多
い
患
者
さ
ん
や
大
手
術
の
場
合
に
は

術
後
集
中
治
療
室
に
入
室
し
、
引
き
続

き
厳
重
な
循
環
・
呼
吸
管
理
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
術
後
に
は
術
後
痛
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
中
心
と
し
た
術
後
回
診
を
す
る
こ
と

で
周
術
期
の
全
身
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
術
後
の
痛
み
や
吐
き
気
な
ど
、
気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　
手
術
の
前
後
に
わ
た
っ
て
、
患
者
さ

ん
が
安
全
か
つ
快
適
に
手
術
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
手

術
前
後
に
何
か
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
麻
酔
科
医
ま
で
ご
質
問
く
だ

さ
い
。

し
ゃ
い
ま
す
。

　
ま
た
超
高
齢
化
お
よ
び
ス
ト
レ
ス
社

会
に
伴
い
口
の
違
和
感
（
疼
痛
や
味
覚

障
害
）
で
来
院
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。

血
液
検
査
や
真
菌
（
カ
ビ
）
の
検
査
を

し
て
処
方
や
粘
膜
保
清
指
導
を
し
て
い

ま
す
。

　
化
学
療
法
は
と
て
も
進
歩
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
患
者
さ
ん
が
外
来
で
治
療

を
行
い
、
自
宅
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
疲
れ
る
と
普

段
痛
く
な
い
歯
が
痛
く
な
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
化
学
療
法
中
の
患

者
さ
ん
は
口
に
違
和
感
が
生
じ
や
す
い

の
で
、
自
宅
で
過
ご
し
、
予
定
通
り
化

学
療
法
が
行
え
る
よ
う
に
介
入
し
て
い

ま
す
。

　
何
か
口
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
当
科
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
こ
ん
に
ち
は
、
麻
酔
科
で
す
。

　
私
た
ち
麻
酔
科
医
は
、
厚
生
労
働
省

麻
酔
科
標
榜
医
７
人
、
そ
の
う
ち
日
本

麻
酔
科
学
会
専
門
医
６
人
、
指
導
医
２

人
（
重
複
あ
り
）
を
中
心
に
、
手
術
を

受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
の
術
前
診
察
、

麻
酔
管
理
、
術
後
診
察
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
多
く
の
手
術
で
は
体
に
メ
ス
を
入
れ

る
た
め
、
痛
み
と
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を

伴
い
ま
す
。
痛
み
と
ス
ト
レ
ス
は
術
後

の
回
復
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
痛
み
を
感
じ

な
く
さ
せ
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
患
者
さ
ん

の
体
を
守
る
こ
と
が
麻
酔
の
役
割
で
す
。

麻
酔
は
手
術
が
安
全
に
行
え
る
よ
う
に
、

手
術
中
の
患
者
さ
ん
の
全
身
状
態
を
維

持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
医
療
行
為

　
歯
科
口
腔
外
科
は
口
腔
（
口
の
中
）・

顎
・
顔
面
の
疾
患
を
扱
い
ま
す
。

　
現
在
常
勤
歯
科
医
は
３
名
で
、
う
ち

２
名
は
日
本
口
腔
外
科
学
会
専
門
医
お

よ
び
認
定
医
で
す
。
当
科
は
口
ま
わ
り

の
外
科
処
置
が
必
要
な
方
と
入
院
中
で

開
業
歯
科
受
診
が
困
難
な
方
の
受
診
が

多
い
の
で
、
外
科
処
置
と
有
病
者
の
診

療
に
慣
れ
た
衛
生
士
４
名
、
ス
ム
ー
ズ

に
診
療
が
行
え
る
よ
う
段
取
り
を
す
る

医
療
事
務
２
名
が
在
籍
し
て
お
り
、
鎮

静
処
置
や
有
病
者
の
対
応
に
困
っ
た
際

は
外
来
看
護
師
が
１
名
応
援
に
来
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
は
開
業
歯
科
か
ら
紹
介
さ

れ
る
抜
歯
の
方
が
多
い
の
で
す
が
、
医

科
開
業
医
か
ら
紹
介
い
た
だ
く
口
腔
粘

膜
疾
患
（
真
菌
症
、
扁
平
苔
癬
、
ヘ
ル

ペ
ス
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
）、
口
腔
腫
瘍
（
義

で
す
。

　
ま
ず
、
術
前
診
察
で
す
。
当
院
で
は

月
・
木
曜
日
の
週
２
日
、
麻
酔
科
外
来

で
大
手
術
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
、

全
身
状
態
に
問
題
と
な
る
合
併
症
を

持
っ
た
患
者
さ
ん
、
比
較
的
全
身
状
態

良
好
で
、
休
日
に
入
院
と
な
る
患
者
さ

ん
の
術
前
診
察
を
予
約
制
で
行
っ
て
い

ま
す
。
麻
酔
を
す
る
の
に
必
要
な
問
診
、

麻
酔
・
全
身
管
理
に
必
要
な
血
液
検
査

や
画
像
検
査
、
気
道
確
保
や
区
域
麻
酔

施
行
予
定
の
場
合
に
は
難
易
度
の
評
価

に
必
要
な
診
察
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
診
察
を
も
と
に
、
全
身
状
態
・
手

術
方
法
な
ど
を
考
慮
し
て
麻
酔
・
周
術

期
管
理
の
方
針
を
立
て
、
患
者
さ
ん
ご

本
人
お
よ
び
ご
家
族
の
方
に
麻
酔
法
・

周
術
期
全
身
管
理
に
つ
い
て
方
法
・
必

要
性
や
起
こ
り
得
る
合
併
症
に
つ
い
て

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
次
に
麻
酔
・
周
術
期
管
理
で
す
。
術

前
診
察
の
情
報
を
も
と
に
麻
酔
方
法
を

計
画
し
、
実
行
し
ま
す
。
手
術
中
の
循

環
管
理
（
血
圧
や
脈
拍
、
尿
量
な
ど
心

臓
や
血
液
の
流
れ
を
整
え
ま
す
）、
呼
吸

管
理
（
体
の
中
に
十
分
な
酸
素
を
送
り

込
む
た
め
の
環
境
を
整
え
ま
す
）、
疼
痛

管
理
（
手
術
中
、
術
後
に
体
へ
の
最
大

の
負
担
と
な
る
痛
み
を
和
ら
げ
ま
す
）

を
行
い
ま
す
。
疼
痛
緩
和
の
た
め
に
神

経
ブ
ロ
ッ
ク
（
硬
膜
外
麻
酔
、
脊
髄
ク

モ
膜
下
麻
酔
、
超
音
波
ガ
イ
ド
下
末
梢

歯
性
線
維
腫
や
口
腔
癌
な
ど
）、
顎
関
節

症
、
顎
の
骨
折
や
口
内
出
血
、
有
病
者

の
抜
歯
依
頼
も
あ
り
ま
す
。
当
院
で
が

ん
化
学
療
法
、
心
臓
や
人
工
関
節
な
ど

の
手
術
を
す
る
方
の
口
腔
管
理
（
周
術

期
口
腔
機
能
管
理
）
も
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
で
新
外
来
患
者
が
や
や
減
少
し
１
８

０
０
名
で
し
た
。

　
日
本
は
超
高
齢
社
会
と
な
り
、
島
根

県
は
日
本
の
最
先
端
を
走
っ
て
い
ま
す
。

医
療
の
進
歩
で
血
栓
・
塞
栓
の
予
防
薬

を
内
服
し
な
が
ら
元
気
に
過
ご
す
80
代
・

90
代
の
方
が
抜
歯
の
た
め
来
院
し
ま
す
。

食
事
は
楽
し
み
の
一
つ
で
す
の
で
、
口

の
痛
み
を
取
り
摂
食
に
問
題
が
な
い
よ

う
に
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
入
所
者
に
お
い
て
は
顎
が
習
慣

的
に
は
ず
れ
（
習
慣
性
顎
関
節
脱
臼
）、

食
事
介
助
に
困
り
来
院
さ
れ
ま
す
。
患

者
さ
ん
の
体
力
が
あ
れ
ば
手
術
を
し
ま

す
が
、
手
術
困
難
で
あ
れ
ば
自
己
血
注

入
療
法
（
血
液
を
関
節
腔
に
入
れ
て
器

質
化
さ
せ
る
）
を
し
ま
す
。

　
高
齢
者
が
元
気
で
自
分
の
足
で
歩
け

る
よ
う
に
骨
粗
鬆
の
治
療
は
大
切
で
す
。

以
前
は
ビ
タ
ミ
ン
製
剤
が
よ
く
用
い
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、
よ
り
効
果

の
あ
る
ビ
ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
製
剤

が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
薬
を
内
服
す
る
と
、
抜
歯
後
顎
骨

壊
死
を
来
す
報
告
が
あ
り
、
開
業
歯
科

で
は
対
応
困
難
な
た
め
当
科
に
い
ら
っ
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診療科紹介

歯科口腔外科
診療科紹介

麻 酔 科

脳神経外科

前田 雄洋
まえだ ゆうよう

広島大学から参りました前田
雄洋と申します。患者様に寄
り添った、そして安心してい
ただける治療を提供できるよ
う頑張ります。よろしくお願
いします。

７月採用医師紹介

　患者さんの「私らしさ」を大切に、ご
家族やご友人、ケア提供者の方と一緒
に、生活と治療の両立を目指した支援
を行っていきます。皆様にとって、親し
みやすい、相談しやすい存在となれるよ
うに心がけて活動していきます。

9階東 血液疾患センター

小林 沙央
こばやし さひろ

　「糖尿病」は生活習慣と密接な関係
があります。患者さんやご家族が安心
して療養生活が送れるように多職種と
連携しながら生活環境を整え、患者さ
んの“その人らしさ”を尊重した看護を
提供することに全力を注いでいきます。

5階東 脳神経センター

千代 直尚
ちしろ なおひさ

がん看護専門看護師 糖尿病看護認定看護師

医療機能評価機構の認定を取得
2020年11月審査機関の訪問審査を受け、2021年度より認定を
取得することとなりました。
当院では2016年に認定を取得していましたが、5年間の期間満了
となりましたので、今回新たに取得することになりました。

■病院機能評価とは
第三者評価機関である公益財団法人日本医療機能評価
機構が中立的、科学的・専門的な見地から組織全体の
運営管理および提供される医療について評価を行う
ツールです。

神
経
ブ
ロ
ッ
ク
）
を
全
身
麻
酔
に
併
用

す
る
方
法
を
重
視
し
て
お
り
、
年
間
約

３
０
０
０
件
の
手
術
の
麻
酔
・
周
術
期

管
理
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
合
併
症
の

多
い
患
者
さ
ん
や
大
手
術
の
場
合
に
は

術
後
集
中
治
療
室
に
入
室
し
、
引
き
続

き
厳
重
な
循
環
・
呼
吸
管
理
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
術
後
に
は
術
後
痛
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
中
心
と
し
た
術
後
回
診
を
す
る
こ
と

で
周
術
期
の
全
身
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
術
後
の
痛
み
や
吐
き
気
な
ど
、
気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　
手
術
の
前
後
に
わ
た
っ
て
、
患
者
さ

ん
が
安
全
か
つ
快
適
に
手
術
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
手

術
前
後
に
何
か
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
麻
酔
科
医
ま
で
ご
質
問
く
だ

さ
い
。

し
ゃ
い
ま
す
。

　
ま
た
超
高
齢
化
お
よ
び
ス
ト
レ
ス
社

会
に
伴
い
口
の
違
和
感
（
疼
痛
や
味
覚

障
害
）
で
来
院
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。

血
液
検
査
や
真
菌
（
カ
ビ
）
の
検
査
を

し
て
処
方
や
粘
膜
保
清
指
導
を
し
て
い

ま
す
。

　
化
学
療
法
は
と
て
も
進
歩
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
患
者
さ
ん
が
外
来
で
治
療

を
行
い
、
自
宅
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
疲
れ
る
と
普

段
痛
く
な
い
歯
が
痛
く
な
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
化
学
療
法
中
の
患

者
さ
ん
は
口
に
違
和
感
が
生
じ
や
す
い

の
で
、
自
宅
で
過
ご
し
、
予
定
通
り
化

学
療
法
が
行
え
る
よ
う
に
介
入
し
て
い

ま
す
。

　
何
か
口
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
当
科
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
こ
ん
に
ち
は
、
麻
酔
科
で
す
。

　
私
た
ち
麻
酔
科
医
は
、
厚
生
労
働
省

麻
酔
科
標
榜
医
７
人
、
そ
の
う
ち
日
本

麻
酔
科
学
会
専
門
医
６
人
、
指
導
医
２

人
（
重
複
あ
り
）
を
中
心
に
、
手
術
を

受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
の
術
前
診
察
、

麻
酔
管
理
、
術
後
診
察
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
多
く
の
手
術
で
は
体
に
メ
ス
を
入
れ

る
た
め
、
痛
み
と
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を

伴
い
ま
す
。
痛
み
と
ス
ト
レ
ス
は
術
後

の
回
復
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
痛
み
を
感
じ

な
く
さ
せ
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
患
者
さ
ん

の
体
を
守
る
こ
と
が
麻
酔
の
役
割
で
す
。

麻
酔
は
手
術
が
安
全
に
行
え
る
よ
う
に
、

手
術
中
の
患
者
さ
ん
の
全
身
状
態
を
維

持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
医
療
行
為

　
歯
科
口
腔
外
科
は
口
腔
（
口
の
中
）・

顎
・
顔
面
の
疾
患
を
扱
い
ま
す
。

　
現
在
常
勤
歯
科
医
は
３
名
で
、
う
ち

２
名
は
日
本
口
腔
外
科
学
会
専
門
医
お

よ
び
認
定
医
で
す
。
当
科
は
口
ま
わ
り

の
外
科
処
置
が
必
要
な
方
と
入
院
中
で

開
業
歯
科
受
診
が
困
難
な
方
の
受
診
が

多
い
の
で
、
外
科
処
置
と
有
病
者
の
診

療
に
慣
れ
た
衛
生
士
４
名
、
ス
ム
ー
ズ

に
診
療
が
行
え
る
よ
う
段
取
り
を
す
る

医
療
事
務
２
名
が
在
籍
し
て
お
り
、
鎮

静
処
置
や
有
病
者
の
対
応
に
困
っ
た
際

は
外
来
看
護
師
が
１
名
応
援
に
来
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
は
開
業
歯
科
か
ら
紹
介
さ

れ
る
抜
歯
の
方
が
多
い
の
で
す
が
、
医

科
開
業
医
か
ら
紹
介
い
た
だ
く
口
腔
粘

膜
疾
患
（
真
菌
症
、
扁
平
苔
癬
、
ヘ
ル

ペ
ス
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
）、
口
腔
腫
瘍
（
義

で
す
。

　
ま
ず
、
術
前
診
察
で
す
。
当
院
で
は

月
・
木
曜
日
の
週
２
日
、
麻
酔
科
外
来

で
大
手
術
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
、

全
身
状
態
に
問
題
と
な
る
合
併
症
を

持
っ
た
患
者
さ
ん
、
比
較
的
全
身
状
態

良
好
で
、
休
日
に
入
院
と
な
る
患
者
さ

ん
の
術
前
診
察
を
予
約
制
で
行
っ
て
い

ま
す
。
麻
酔
を
す
る
の
に
必
要
な
問
診
、

麻
酔
・
全
身
管
理
に
必
要
な
血
液
検
査

や
画
像
検
査
、
気
道
確
保
や
区
域
麻
酔

施
行
予
定
の
場
合
に
は
難
易
度
の
評
価

に
必
要
な
診
察
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
診
察
を
も
と
に
、
全
身
状
態
・
手

術
方
法
な
ど
を
考
慮
し
て
麻
酔
・
周
術

期
管
理
の
方
針
を
立
て
、
患
者
さ
ん
ご

本
人
お
よ
び
ご
家
族
の
方
に
麻
酔
法
・

周
術
期
全
身
管
理
に
つ
い
て
方
法
・
必

要
性
や
起
こ
り
得
る
合
併
症
に
つ
い
て

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
次
に
麻
酔
・
周
術
期
管
理
で
す
。
術

前
診
察
の
情
報
を
も
と
に
麻
酔
方
法
を

計
画
し
、
実
行
し
ま
す
。
手
術
中
の
循

環
管
理
（
血
圧
や
脈
拍
、
尿
量
な
ど
心

臓
や
血
液
の
流
れ
を
整
え
ま
す
）、
呼
吸

管
理
（
体
の
中
に
十
分
な
酸
素
を
送
り

込
む
た
め
の
環
境
を
整
え
ま
す
）、
疼
痛

管
理
（
手
術
中
、
術
後
に
体
へ
の
最
大

の
負
担
と
な
る
痛
み
を
和
ら
げ
ま
す
）

を
行
い
ま
す
。
疼
痛
緩
和
の
た
め
に
神

経
ブ
ロ
ッ
ク
（
硬
膜
外
麻
酔
、
脊
髄
ク

モ
膜
下
麻
酔
、
超
音
波
ガ
イ
ド
下
末
梢

歯
性
線
維
腫
や
口
腔
癌
な
ど
）、
顎
関
節

症
、
顎
の
骨
折
や
口
内
出
血
、
有
病
者

の
抜
歯
依
頼
も
あ
り
ま
す
。
当
院
で
が

ん
化
学
療
法
、
心
臓
や
人
工
関
節
な
ど

の
手
術
を
す
る
方
の
口
腔
管
理
（
周
術

期
口
腔
機
能
管
理
）
も
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
で
新
外
来
患
者
が
や
や
減
少
し
１
８

０
０
名
で
し
た
。

　
日
本
は
超
高
齢
社
会
と
な
り
、
島
根

県
は
日
本
の
最
先
端
を
走
っ
て
い
ま
す
。

医
療
の
進
歩
で
血
栓
・
塞
栓
の
予
防
薬

を
内
服
し
な
が
ら
元
気
に
過
ご
す
80
代
・

90
代
の
方
が
抜
歯
の
た
め
来
院
し
ま
す
。

食
事
は
楽
し
み
の
一
つ
で
す
の
で
、
口

の
痛
み
を
取
り
摂
食
に
問
題
が
な
い
よ

う
に
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
入
所
者
に
お
い
て
は
顎
が
習
慣

的
に
は
ず
れ
（
習
慣
性
顎
関
節
脱
臼
）、

食
事
介
助
に
困
り
来
院
さ
れ
ま
す
。
患

者
さ
ん
の
体
力
が
あ
れ
ば
手
術
を
し
ま

す
が
、
手
術
困
難
で
あ
れ
ば
自
己
血
注

入
療
法
（
血
液
を
関
節
腔
に
入
れ
て
器

質
化
さ
せ
る
）
を
し
ま
す
。

　
高
齢
者
が
元
気
で
自
分
の
足
で
歩
け

る
よ
う
に
骨
粗
鬆
の
治
療
は
大
切
で
す
。

以
前
は
ビ
タ
ミ
ン
製
剤
が
よ
く
用
い
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、
よ
り
効
果

の
あ
る
ビ
ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
製
剤

が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
薬
を
内
服
す
る
と
、
抜
歯
後
顎
骨

壊
死
を
来
す
報
告
が
あ
り
、
開
業
歯
科

で
は
対
応
困
難
な
た
め
当
科
に
い
ら
っ
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心臓血管外科部長

中村 嘉伸

縫わない
大動脈弁置換術開始

Livanova㈱より提供

縫合のいらない生体弁

Edwardsライフサイエンス㈱より提供

縫合が必要な生体弁

大
動
脈
弁
狭
窄
症
：
心
臓
の
出
口

の
扉
で
あ
る
大
動
脈
弁
が
硬
く
な

り
、
開
放
が
困
難
に
な
る
こ
と
に

よ
り
、
心
臓
に
大
き
な
負
担
が
か

か
る
病
気
で
す

　新型コロナの感染拡大で医療体制がひっ迫する大阪府へ当院の看護師２
名が派遣されました。
　影山圭子看護師（写真中央）は高槻赤十字病院へ、山本一成看護師（写
真左２人目）は大阪コロナ重症センターへそれぞれ派遣され、４月末から
５月上旬の２週間、新型コロナ専用病床で感染者の看護に従事しました。
　帰院後の５月27日に記者会見と院内報告会を開催し、お二人の貴重な
体験を聞くために多くの記者と職員が集まりました。ひっ迫した大阪コロ
ナ病床での勤務体験は壮絶だったことが伝わりました。いつどこで感染が
流行するか分からないので、とにかく感染予防が重要と強く訴えていました。

かげやま けいこ やまもといちなり

病気は早期発見、早期治療が肝心。そしてなにより、正しい
知識を学んで病気にならないように予防することが重要です。
今年度は、当院ホームページで動画配信いたします。
専門の医師や医療スタッフが分かりやすくお話しますので、
ぜひこの機会にご覧ください。

新型コロナウイルス感染症に向き合うために
今, あらためて認識しておきたいこと

6月公開

講師 感染症科部長　成相　昭吉

薬・その取り巻く環境の変化

9月公開

講師 薬剤部長　新宮　行雄

体重を制する者は糖尿病を制する！

7月公開

講師 糖尿病・内分泌内科部長　垣羽　寿昭

乳がん治療の最新情報

10月公開

講師 乳腺外科部長　曳野　　肇

小児のアレルギー疾患について

8月公開

講師 第二小児科医師　羽根田　泰宏

【お問合せ先】松江赤十字病院　医療社会事業課　TEL：0852-24-2111（代）　https://www.matsue.jrc.or.jp/

松江赤十字病院　健康医学講座

こちらからご覧いただけます

https://www.matsue.jrc.or.jp/publics/index/464/

健 康 医 学
講 座

大阪へ看護師派遣
新型コロナ

検索　
大
動
脈
弁
狭
窄
症
に
対
す
る
治
療
法
は
、
従
来
の
外
科
開
胸
手

術
に
加
え
、
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
治
療
（
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）
が
２
０
１

９
年
に
当
院
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
を
開
始
し
良
好
な

結
果
を
得
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
こ
の
開
胸
と
カ
テ
ー
テ
ル
を
組

み
合
わ
せ
た
治
療
＝
〝
ス
ー
チ
ャ
レ
ス
弁
〞
に
よ
る
治
療
を
２
０

２
１
年
３
月
に
島
根
県
下
最
初
の
施
設
と
し
て
開
始
し
ま
し
た
。

　
ス
ー
チ
ャ
レ
ス
弁
と
は
、〝
縫
わ
な
い
〞
生
体
弁
を
用
い
て
、

人
工
弁
置
換
手
術
を
行
う
方
法
で
す
。
手
術
で
縫
う
時
間
が
短
縮

さ
れ
る
こ
と
で
、
心
臓
を
停
止
す
る
時
間
が
短
く
な
り
ま
す
。
手

術
の
時
間
が
短
く
な
る
こ
と
で
患
者
さ
ん
へ
の
負
担
が
減
り
、
透

析
患
者
さ
ん
、
75
歳
前
後
の

高
齢
者
さ
ん
な
ど
手
術
適
応

の
対
象
が
広
が
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
他
、Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ

に
比
べ
生
体
弁
の
耐
久
性
が

長
い
、
大
動
脈
弁
閉
鎖
不
全

症
等
の
合
併
症
が
少
な
い
な

ど
の
利
点
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
で
当
院
で
は
、
大
動

脈
弁
狭
窄
症
に
対
す
る
全
て

の
治
療
法
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他

不
明
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慮
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く
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管
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科
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で
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。
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松江赤十字病院ホームページで動画配信
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❹赤十字病院として災害救護に貢献します。 
❺教育病院として次世代の医療人を育てます。 

■病院理念……わたしたちは、『人道』の赤十字精神に基づき地域の医療に貢献します。
■基本方針……
❶地域の基幹病院として、説明と同意に基づく「高度」「良質」な医療を提供します。 
❷急性期病院として保健・医療・福祉・介護機関との連携を進め、最善の医療を行います。
❸救急病院として24時間地域の健康を守ります。 

松江赤十字病院『患者さまの権利』
１．ひとりの人間として人格と価値観を尊重される権利があります。 
２．医療提供者との相互協力のもと、良質な医療を公平に受ける権利があります。 
３．検査・治療法などの自分が受ける医療の内容について、わかりやすい言葉や方
　　法で説明を受ける権利があります。 
私たちが、上に揚げた患者さまの権利を尊重した医療を提供するために、患者さまには次のことをお願いいたします。 
①自分の健康に関する正しい情報の提供　②医療への積極的な参加　③病院の規則を守ること　④研修医、医学生、看護学生などの研修・実習・見学への理解と協力

４．説明を十分理解し同意した上で、医療行為を受けるかどうか自分の意志で選択する権利があります。 
５．医療行為の選択にあたって、他の医療者の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります。
６．診療の過程で得られた個人情報は、個人の秘密として厳正に保護され、承諾なしには開示されない
　　権利があります。 
７．自分が受けている医療内容を知るために、診療録の開示を求める権利があります。 
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